
約３６ｍ

下り坂

事故事例８（一般乗合）駐車ブレーキを引かずに降車したため下り坂で自走し信号柱に
衝突

曜日・時間・天候 １２月２２日（月 ・８時００分・晴）
場 所 バス停留所
道路の状況 乾燥
運 転 者 年齢４５歳 運転歴５年８月
乗務開始～事故発 １９ｋｍ
生の乗務距離
損 害 信号柱折損（負傷者なし）
事故概要
当該運転者は６時１５分に運行管理者の点呼を受け６時２５分に出庫し、その後、所定のダイ

ヤにより運行し定刻通り終点に到着し乗客を降ろした。その後、トイレに行くため降車し、バス
前面にある非常コックの蓋を開け、メインスイッチを切った。停車場所が下り勾配であったため、
メインスイッチを切ったと同時に車両が動き出し、約３６メートルを無人状態で走行し、進行方
向にあった信号柱及びガードパイプに衝突し停止した。

種 別 ・ 形 状 普通・リアエンジン
乗 車 定 員 ７４名
当時の乗車人員 ０名

推定原因 事故の要因 事故再発防止対策

運転者 運転者 運転者

駐車措置不適切 ・坂道発進補助装置が作動 ・駐車時には必ず駐車ブレーキを作
しているため、サイドブ 動させること。・駐車ブレーキのか

レーキを引かなかった。 ・車両を離れる場合タイヤ止めを掛け忘れ

・メインスイッチを切ると けること。
坂道発進補助装置が解除
されることを知らなかっ
た。

運行管理 運行管理

・坂道発進補助装置の取扱 運転者に対し、駐停車時の基本動作
いについて十分な教育を の徹底

・駐車時におけるの駐車ブレーキの使用していなかった （掲示。
・車両を離れる場合のタイヤ止めの使用物による周知のみであっ

た ） 坂道発進補助装置等補助装置につい。
ての取扱いの指導の徹底

・坂道発進補助装置

停車時に踏み込んだブレーキ力をブレーキペダルから足を離しても保持し、車両を一時的に
停止させることができる装置


